
基腐病の発生苗床から採取した苗は苗消毒液に浸らない苗上部の茎にも保菌しており，傷の存在により発病する可能性がある

サツマイモ基腐病の発生苗床から採取した苗の保菌状況と発病リスク

背景・目的

・基腐病に対する苗消毒には高い防除効果が認められるが，苗の基部のみを消毒した苗を初めてサツマイモを
栽培するほ場に定植して発病する事例を確認
・基腐病の発生苗床から採取した無病徴の苗の保菌状況と発病の関係を調査

成果の内容

・基腐病の発生苗床から採取した苗は無病徴であっても苗消毒時に薬液に浸らない上部の茎から
基腐病菌を検出
・基腐病菌は茎に傷が存在すると侵入し，発病する可能性が高まるので，苗全体を苗消毒液に浸漬

期待される効果

基腐病の発病
リスクの低い
苗の確保

〇普及対象・範囲
サツマイモ生産者

（イノベーション創出強化研究推進事業：01020C )

図１ 基腐病の発生苗床から採取した
無病徴の苗における基腐病菌が
検出された部位

表１ 薬液に浸らない苗の上部に基腐病菌
を接種した場合の傷の有無と発病状況

図２ 苗上部の茎に対する基腐病菌の接種
位置と傷の有無による発病の様子

１）苗の基部から15cm以上の茎に針で5 mm四方の範囲内
に５箇所の傷を付けた（図２A，Ｃ）．

２）培養した基腐病菌の柄子殻を乳鉢ですり潰し，30μmの
メッシュで濾した溶液を所定濃度に希釈して，20μlを茎に
滴下した（図２Ｂ）．

注）接種後の苗はベンレート水和剤500倍液に苗基部10cm
を30分間浸漬処理 （苗消毒）を施した．
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Ａ：供試苗（品種：コガネセンガン）
赤矢印は胞子懸濁液の接種位置（生長点から約10cm

下の茎）
青点線は苗消毒時の浸漬位置（基部10cm程度）.

Ｂ：傷のない茎へ胞子懸濁液20μlを滴下．
Ｃ：針で５箇所の傷をつけた茎．
Ｄ：傷つけた茎に胞子懸濁液を滴下して，定植14日後に
茎に現れた基腐病の症状．
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※令和4年5月25日にベノミル水和剤とチウラム・ベノミル水和剤が基腐病を対象に苗全体の浸漬で適用拡大
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